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ISOLAB　2005 体験記
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　6／27 か ら 7／2 ま で 、新潟 市の 朱鷺メ ッ セ に て行われ た学会 （ISOLAB　2005）

の 体験記 で す 。 新潟 市で す が 、 な に よ り も涼 し く快適 な気候で過 ご しやす い 所

で した 。 学会会場の 朱鷺メ ッ セ は 施設 自体が非常に新 しく近代的な作 りで あ り 、

ま さに今回 、
Astrobiology との 融合学会をは じめ て と り行 うの にふ さわ しい 場

所で した 。 学会全体の 参加者 人数 は サテ ライ トミ
ー

テ ィ ン グ も合わせ て 300 人

を越 えて い た と聞きま した 。

　今回 の 学会にお い て 、 私 が興味 を持 っ て い たの は専 門で もあ ります D一ア ミノ

酸 に よる キ ラル ワ
ー

ル ドで あ り、初 日の PALYI 先生 に よ りま す ユ ニ
ー クな レ ク

チ ャ
ー

、 左 右 田先生 、 井 上 先生各氏 に よ るシ ン ポジ ウム な どが
、 非常 に参考に

な り、今後 、研究 を続 け て 行 くに あ た り非常 に重要 で あ る と思われ ます 。 そ の

他 に は 、生命の 起源 の 研究の 現在の 主流で ある RNA ワール ドな どがやは り非 常

に 盛況 で あ っ た よ うに思わ れ ます 。 そ して 今回 これ まで 馴染み は無 か っ たの で

すが
、
Astrobiology 分野の 方 々 の 発表 も、興味深 い もの が多 く、今後も本学会

に 参加 した こ とをき っ か け と して 様 々 な分野 の 研 究者 た ち と交流で きれ ば と思

い ま した。

　生命の 起源に 関す る話題 だけで は な く、地球外 の 生命の 起源 、 進化、分布 な

どの 惑 星科学的 な研 究な ど、 こ れ ま で に ない 新 しい 学問 も数多く体験す る事 が

で き、非常に意義あ るもの とな りま した 。 こ れ ま で に も生命の 起源 に 関する ア

プ ロ
ー一

チ は色 々 あ りま した が、今後 こ の 学会を経て 国内外共 に益 々 生命の 起源

に 関す る研究 が発展 し、様 々 な謎が解 き明か され ます よ う学会 と共 に歩 ん で い

きたい と思い ます 。

　最後に学会に参加 す る に あた り、参加 補助 を頂 きま した 生命の 起原お よび進

化学会 に感謝 します 。 ま た、その ときにお 世話 に な っ た島田先 生 、 藤井先生 、

な らび に学 会誌 へ の 、様 々 な質 問 に答 え て くだ さ っ た 木 野内先生、斉藤先生 、

江 藤 さん 、 有 り難 うご ざい ま した 。
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